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染色体と赤血球によるヤマメの倍数性の判定

米沢純爾・長谷川敦子・吉野典子＊

となるため，１０９以上の稚魚より鰭を採取し染色体標

本を作製した。ｌ検体につき３枚以上のプレパラート

を作製し顕微鏡で観察するとともに，中期分裂像を撮

影して染色体数から倍数`性を確認した。また，以上の

各手法ごとに倍数性判定率（染色体数確認検体数／供

試検体数×１００）を算出した。

赤血球塗末標本の作製上記の鰭培養法で倍数'性を

確認した三倍体と二倍体各１０尾を実験に供した。供

試魚の被鱗体長は三倍体が94～175ｍｍ，二倍体は９８

～158ｍｍであった。キューピエ氏管より採血して塗

末標本を作製し，顕微鏡に装着したマイクロメーター

を用いて赤血球の長径と短径を測定した。１尾につき

100個の赤血球を計測し，その平均値を各検体の赤血

球径とした。

養殖魚における有用品種の開発を目的に三倍体魚の

作出が行われているが，これに伴い養殖の現場におい

て倍数化の判定を確実かつ効率的に行う必要が生じて

いる。倍数'性は一般に体細胞の染色体数により判別さ

れ，そのためのいくつかの手法が考案されている'6)。

そこで，本実験ではヤマメを材料として各手法による

染色体標本の作成を行い，養殖現場における実用性を

比較検討した。また近年，赤血球径による倍数`性の判

定が行われているが78)，その実用性についても検討し

た。

材料と方法

供試魚1985年１１月に東京都水産試験場奥多摩分

場産ヤマメから採取した卵と精子を用い，高温処理に

よる三倍体魚の作出実験を行った。この実験によって

作出した発眼卵および稚魚を供試魚とした。

染色体標本の作成法発眼卵の胚体を材料として

eyed-embryodirectmethodl)により，染色体標本を作

製した。またｌｏｇ未満の稚魚より腎臓細胞を摘出し

choppingmethod2)，name-dryingmethod3)，air-dry‐

ingmethod4)，腎臓培養法5)の各方法により，染色体標

本を作製した。鰭培養法6)では－定量以上の鰭が必要

結果

染色体による倍数性の判定倍数性判定率を表ｌに，

各手法で作成した染色体の中期分裂像を図ｌに示した。

倍数性判定率が最も高かったのは鰭培養法の66.7％

で，続いてchoppingmethodの２４１％，以下，eyed‐

embryodirectmethod,air-dryingmethodflame-

dryingmethodの111頁で，腎臓培養法では中期分裂像が

表１染色体標本作成法と倍数性判定率
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ついてPrice-Jones曲線を描くと，ほぼ一致した。得られなかった。choppingmethodによる倍数`性判定

率は供試魚が059以下のサイズで高く，供試魚が大き

くなるに従い低下する傾向がみられた。

赤血球径による倍数性の判定赤血球径の測定結果

を表２および図２に示した。長径の平均値は三倍体が

17.6叩に対し，二倍体は同ｌ４６ｕｍで，両者の比は

121であった。短径の平均値は三倍体がlO7Umに対

し，二倍体が9.411ｍで，両者の比は１．１４であった。平

均値では長径，短径とも三倍体が有意に高い値を示し

たが（ｐ＜0.01)，個々の検体についてみると二倍体の

一部は長径，短径とも三倍体の値を上回っている。図

３に示すように，赤血球の長径が三倍体の中で最小値

を示した検体と，二倍体の中で最大値を示した検体に

考察

今回用いた６種類の染色体標本作製法の中では，鰭

培養法を用いた場合に倍数性判定率が高く，得られた

染色体の中期分裂像も鮮明であった。しかし，この手

法は細胞培養に関する技術と設備を必要とするうえ，

魚がlog程度の大きさに成長しないと，検体として使

用できないなど制約も多い。従って，倍数性の判定手

法としては，成長した魚を殺さずに判定したいという

ような特殊な場合には効果的であるが，養殖現場にお

ける倍数性の判定法としての実用性は低いと考える。

choppingmethodは簡易な設備で染色体標本を作

成できるうえ，倍数'性判定率も比較的高いことから，

養殖現場において十分実用性があると考える。今回の

実験から魚体サイズが小さいほど中期分裂像の得られ

る頻度が高いことがわかったが，ふ化後まもない個体

では腎臓が小さすぎて取り扱いが困難である。このた

め本法は，体重0.2～049前後の魚体に適用するのが

現実的である。

養殖現場では作出魚を無,駄に飼育するのを避けるた

め，三倍体化の成功をできるだけ早い段階で確認する

ことが望まれる。しかし，Hame-dryingmethodとair-

dryingmethodでは器具付着による臓器の損失が大き

いため，小さな魚体で染色体標本を作成するには不向

きと考えられる。従って，三倍体化早期判定手法とし

ての実用性は低いであろう。

eyed-embryodirectmethodは胚体を材料とするこ

とや，標本作製の簡便さから，養殖現場で倍数`性を早

期に判定するには最適の手法と考えられた。今回の実

験では倍数性判定率がchoppingmethodより低かっ

たが，Uedal)はこの方法について早いステージの胚体

を用いた場合に分裂像の出現頻度が高いと報告してい

る。発眼期以前の胚体を用いることにより，今回の実

験より高い倍数性判定率を得ることも可能であろう。

サケ科魚類における赤血球の平均長径に関しては，

ニジマスで三倍体がl82um，二倍体で15.6ｕｍ，両者

比1177)，アマゴで三倍体が19.8ｕｍ，二倍体でl58um，

両者比1.258)等の報告がある。これらに比較して，今

回のヤマメの赤血球長径の測定値はやや小さいものの，

三倍体と二倍体の測定値比はほぼ同様であった。また

今回は，ヤマメの赤血球径の分布が二倍体と三倍体で

表２赤血球径の測定結果

短径（似、）長径（１１ｍ）
区分
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連続する結果となったが，このような分布の連続性は

ニジマスでも指摘されている7)。血液塗末標本の作成

は，染色体標本の作製に比べ著しく簡便であるが，上

述のように，倍数性の判定にあたっては正確性に欠け

る。また，ふ化後まもない稚魚では採血が困難なため，

本法では倍数性の早期判定は困難である。
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